
　

 

北
潟
湖
の
自
然
再
生

に
向
け
て

　

北
潟
湖
の
美
し
い
環
境
を

取
り
戻
し
、
本
来
持
つ
素
晴

ら
し
い
自
然
を
再
生
さ
せ
、

北
潟
湖
と
周
辺
地
域
で
自
然

と
共
生
す
る
豊
か
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
、
平
成

30
年
11
月
24
日
に
全
国
で
26

番
目
と
な
る
自
然
再
生
推
進

法
に
基
づ
く
法
定
協
議
会
が
、

北
潟
湖
で
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
平
成

31
年
３
月
に
、
北
潟
湖
自
然

再
生
全
体
構
想
を
策
定
し
、

今
後
は
、
こ
の
全
体
構
想
を

基
礎
と
し
て
、
自
然
再
生
事

業
実
施
計
画
の
策
定
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
自

然
再
生
事
業
に
取
り
組
み
、

北
潟
湖
の
自
然
再
生
に
む
け

て
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
　
北
潟
湖
自
然
再
生

協
議
会
事
務
局

（
生
活
環
境
課
内
）

☎
７
３-

８
０
１
８

北潟湖の自然再生に向けて
―北潟湖の恵みを再発見し、未来に遺そう―

北潟湖の自然再生に向けて

北
潟
湖
自
然
再
生
協
議
会

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

北
潟
湖
自
然
再
生
協
議
会
は
、「
北

潟
湖
の
恵
み
を
再
発
見
し
、
未
来
に
遺

そ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
自

然
や
文
化
、
歴
史
、
産
業
振
興
、
環
境

教
育
の
推
進
を
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ

て
実
施
す
る
法
定
協
議
会
で
す
。

設
　
立
　
平
成
30
年
11
月
24
日

構
　
成
　
市
民
、
各
種
団
体
、
研
究
者
、

行
政
な
ど

北
潟
湖
自
然
再
生
協
議
会
が
で
き
る
ま
で

平
成
25
年２月
北
潟
湖
自
然
再
生
連
絡
会設

置

平
成
26
年３月
北
潟
湖
の
自
然
再
生
に
関
す

る
協
議
会　
　
　
　
　
設
立

平
成
30
年６月
北
潟
湖
自
然
再
生
協
議
会

（
仮
称
）
準
備
会　
　

   

発
足

平
成
30
年11

月
北
潟
湖
自
然
再
生
協
議
会設

立

※ 

北
潟
湖
の
自
然
再
生
に
関
す
る
協
議
会

…
北
潟
湖
自
然
再
生
協
議
会
の
前
身
と

な
る
協
議
会
。
主
な
活
動
は
、
年
３

～
６
回
の
会
議
、
年
３
～
６
回
の
運

営
委
員
会
会
議
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
、
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
発
行
な
ど
。

北
潟
湖
の
特
徴

　
北
潟
湖
は
、あ
わ
ら
市
の
北
部
に
位
置
し
、面
積
２・

１
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
14
・
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
平
均
水
深
２・５
メ
ー
ト
ル
で
、
県
内
で
は
水
月

湖
、
三
方
湖
に
次
い
で
３
番
目
に
大
き
な
湖
で
す
。
越

前
加
賀
海
岸
国
定
公
園
に
含
ま
れ
る
ほ
か
、
日
本
の
重

要
湿
地
５
０
０
（
平
成
13
年
）、
生
物
多
様
性
保
全
上

重
要
な
里
地
里
山（
平
成
27
年
）に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、

北
潟
湖
が
持
つ
景
観
の
美
し
さ
や
自
然
そ
の
も
の
の

豊
か
さ
、
人
と
自
然
の
関
わ
り
が
生
み
出
し
た
自
然
の

姿
の
重
要
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
潟
湖
は
、
生
息
す
る
魚
類
が
豊
富
で
、
そ
れ
ら

を
餌
と
す
る
多
く
の
カ
モ
類
や
タ
カ
類
の
越
冬
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
北
潟
湖
と
そ
の
周
辺
の
谷

は
、
多
く
の
希
少
な
ト
ン
ボ
類
や
水
生
昆
虫
が
生
息
す

る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
北
潟
湖
で
は
、
湖
内
に
は
ブ
ル
ー
ギ
ル
、

湖
辺
に
は
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
や
ウ
シ
ガ
エ
ル
、
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
な
ど
の
侵
略
的
な
外
来
種
が
生
息
・
生
育
す

る
な
ど
、
北
潟
湖
と
周
辺
地
域
の
生
態
系
を
大
き
く
変

え
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
北
潟
湖
の
漁
業
資
源
を
脅

か
し
て
い
ま
す
。

自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域

　
北
潟
湖
自
然
再
生
全
体
構
想
の
対
象
区
域
は
、
北
潟

湖
お
よ
び
北
潟
湖
に
流
入
す
る
河
川
の
周
辺
地
域
と

し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
区
域
は
、
北
潟
湖
の
集
水

域
や
、
地
域
の
つ
な
が
り
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
北

潟
湖
の
周
辺
地
域
を
広
く
含
め
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

水鳥の宝庫　北潟湖

希少なトンボが生息する湖周辺の谷 貴重な自然の宝庫 “ 赤尾湿地 ”
▶
①
オ
グ
マ
サ
ナ
エ
、②
ト
ラ
フ
ト
ン
ボ
、

　
③
ア
オ
ヤ
ン
マ

① ②

③

▶
①
ヨ
シ
ガ
モ
、
②
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、

　
③
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

①

② ③

▶
①
ヨ
シ
が
広
が
る
赤
尾
湿
地
、

　
②
コ
ウ
ホ
ネ
、
③
オ
オ
マ
ル
バ
ノ
ホ
ロ
シ

① ②

③

▲昭和 30 ～ 40 年代の北潟湖の風景

▶
自
然
再
生
対
象
区
域

方針１. 水環境の検討と管理の推進

目標 １　 泳ぎ遊びたくなる水環境

目標２　透明度の高い “美しい” 水環境

目標３　臭いや色が気にならない湖水

目標４　水管理の仕組みづくりと継続

方針２. 生物多様性の保全 ・ 再生

目標５　オジロワシが舞う生態系

目標６　多様な生物を育む水辺移行帯

目標７　北潟湖と谷津での絶滅危惧種の保全 ・ 再生

目標８　外来種の積極的な駆除と意識向上

方針３. 湖の伝統文化 ・ 産業の保全 ・ 再生

目標９　継続された漁業

目標10　魚介類の安定した漁獲

方針４. 湖の新たな活用と地域経済への貢献

目標11　エコ ・ グリーンツアー

目標12　観光地としての利用

目標13　北潟国有林の利活用推進

方針５. 環境教育 （学習） の普及と推進方針

目標14　北潟湖の現状をよりよく知る

目標15　環境教育活動の参加経験

目標16　自然 ・ 歴史 ・ 文化を活用した環境学習

目標17　アクセスしやすく整備された情報

北潟湖自然再生
「５つの柱」 と 「17 の目標」

掲載写真は、次の皆さんからご提供いただきました。
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